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論文審査の要旨

膝前十字靭帯損傷を代表とされる靭帯再建術においては、移植臆と周囲骨孔骨組

織間の治癒が得られるまで、積極的なハビリテーションは避ける必要があり、本格的な

活動復帰までには 1年近くの長期開宴するのが現状である。そこで申請者は、移植臆

骨孔聞の治癒を早期に得ることを目的として、治癒過程に重要な役割を果たすとされ

る移植臆周囲に出現する骨芽細胞を骨芽細胞シート(OMCS)を用いることによって、

早期治癒が可能か家兎を用いて検討したものである。

結果は、骨孔内健移植において、 OMCS群では移植臆周囲に旺盛な骨形成を認

め、新生骨は移植腿に鋲着しており、 1型コラーゲンにも陽性で、あった。また、新生骨

面積も有意にコントロール群より高く、移植臆引き抜き強度でも有意に高い結果であり、

OMCS移植の高い有用性が示唆されるもので、あったO 本研究で使用した OMCSは

scaffold freeで移植でき、形状の適合性も容易で、充填させることが可能であるばかり

でなく、靭帯再建術における術後治癒期間を短縮させることができ、骨再生への応用

のみならず靭帯再建まで応用範囲が拡大できる可能性を示した点で意義深い研

究であるといえる。

参考文献も含め本論文は、学位論文としてふさわしいものであり、学位授与

に値するものであると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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